
第 70 回学術⼤会における「⼀般演題（オンライン発表）」について 
 

本⼤会におけるオンライン発表は，従来の対⾯発表（⼝演およびポスター発表）の両⽅の
良さを取り⼊れた発表をオンラインで実現しようとしたものです。これまでにあまり経験
したことがない形式ですので，若⼲の説明をいたします。 

⼀般演題（オンライン発表）は 11 ⽉ 16 ⽇の
プログラムの中で実施します。 
こ の オ ンライ ン 発 表のた め の 仕組み と し て
REMO というプラットフォームを⽤います。こ
のプラットフォームには複数の仮想のフロアが
あり，各フロアに複数個の「テーブル」がありま
す。各セッション（50 分）のなかで，発表者ご
とに 1 個の「テーブル」が指定されます。この
「テーブル」には，発表者を含めて 10 名（予定）
の参加者が⼊ることができます。「テーブル」の
中にいる参加者同⼠は発表者が提⽰する画⾯を共有しながら，相互に対話が可能です。つま
り発表者の発表を聞きながら，質問等が可能です。「テーブル」の外と中では相互の対話は
できない構造になっています。 

従来のポスター発表のように，⼤会期間中に掲⽰してあるポスターをいつでも⾒られる
ように，各発表の概要を従来のポスター形式にまとめたファイルを⼤会前に提出していた
だき，⼤会サイト上で⼤会期間中に参加登録をした⽅ならだれでも閲覧可能な状態にする
ようにします。発表者は各「テーブル」でこれを⽤いて発表することもできます。加えて画
⾯共有が可能な材料であれば，スライドショーや動画を使って発表することも可能です。 

発表者が指定された「テーブル」にいるべき時間は，各セッションの前半または後半のい
ずれかがあらかじめ指定されます。その時間帯以外は，発表者は持ち場にいることも，会場
内の他の発表のディスカッションに参加することも可能です。参加者はどのフロアのどの
「テーブル」へも⾃由に移動可能です。つまり対⾯会場を⾒て回ることがオンラインで再現
されます。 
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※ 50分間全ての時間，自分の「テーブル」にいることも可能です
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